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化合物データとしては、KEGG COMPOUND （17,184化合物(2014年)2gつ現在）および KNApSAcK（奈良先端
大金谷研究室、50,897化合物（2013年 5月現在）を用いた。 






決められない化合物分類を含む）。KEGG COMPOUND および KNApSAcK の化合物をこれらの骨格分類に
あてはめたところ、現在も継続的に作業中であり暫定的な結果であるが、KEGG COMPOUNDで 812化合物、
KNApSAcKで 10,015化合物がTypeIII PKS 派生の化合物骨格に分類された。53の骨格分類のうち 8の骨格
分類については、KNAｐSAcK にのみ化合物が存在する骨格であった。また、Chalcone synthase（CHS）から
派生するFlavonoidがKEGG COMPOUNDで638化合物（78.6 %）、KNApSAcKで8751化合物（87.3 %）とTypeIII 
PKS 派生化合物の大半を占めていた。 
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 図１． TypeIII PKS およびそこから派生する化合物骨格 
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